
  

 
 

 

 

１学年 移動教室で得たもの 

  

港区立高松中学校 学校だより<第３号> 

令和５年６月２１日  校長 中山 幸子 

創立１９４９年（昭和２４年） 〈高松中生のあたりまえ〉推進校  港区高輪１-１６-２５ 

 ６月１２日（月）から１４日（水）に２泊３日の

１年生移動教室が行われました。帰校後には

学年閉鎖となり、保護者の皆様にはご心配を

おかけし、申し訳ございませんでした。 

 行きたい気持ちを優先し無理をおしての参

加や、直前の週末は不特定多数の場所への

不要不急の外出をさけるなどの指導の徹底

を今後に活かしていく所存です。 

 さて、この移動教室は学校ブログにも掲載し

ているように、生徒たちは様々な体験をもと

に、日常では得られない感覚やものの見方、

とらえ方を学びました。 

学年の先生方から集団生活に必要な協調

性や忍耐、先見性のある行動や準備につい

て指導をうける場面もありました。しかし、生徒

たちのもつ明るさや良くなろうとする前向きな

気持ちが感じられる三日間でもありました。 

霧雨の中、歌を歌ったり、クイズを出したりし

てハイキングしたクラス、日頃見えない一面を

垣間見たアクティビティでさらに団結を深めた

クラス、男女関係なく助け合って宝刀をつくっ

た多くの班・・・。宿泊行事だからできる体験で

成長できた部分も少なくありませんでした。 

雨、曇り、晴れそれぞれの天候での準備の

重要性も実感しました。来年に活かしていきま

しょう。 

なお、お車で迅速にお迎えいただいた保護

者の皆様に感謝申し上げます。ご協力ありが

とうございました。 


